
今号の内容：

Ｚ会教科担当者からみた
大学入試問題の変遷

 5月に開催した第１弾の参加者からいただいた声をもとに，「探究的な授業と進度の
問題」と題して，数学A「場合の数」を例に，東京都立多摩科学技術高校・夏原教諭と
プロジェクト委員の東京学芸大学・成田准教授，そして参加者の皆様とともに会を進
めました。

⽇頃の授業のお悩みや⼯夫を共有する場を
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今号の内容

⽇頃の数学授業の探究
化�対談セミナー【第２
弾】の開催報告

外国語科（英語）�「評
価を問い直す」ワーク
ショップ【第２回】の
開催報告

Z-kai×附属⾼校コラ
ボ企画「教科の授業の
探究化オンラインセミ
ナー」の様⼦

 はじめに��的な授業のイメージを共有した�，「場�の�で��的な授業をすると

したら，どの内�で⾏いますか�」「順列と��せの��であるPとCをきちんと�別で
きることは⼤切だと思いますか�」というアンケートを提⽰しました。その�果を踏ま

え��がスタートしました。

 夏�先⽣は，順列と��せのどちらで�くかを問題�から⾒抜くスキルではなく，�

んだときに立ち�れる�えを⽣徒の中に�したい，そのような�え�を単元の ��の�
で��的な授業を�して�うことで，単元�体で軽重をつけることができると�されま

した。例えば，同じものがいくつあるかを捉えて�るという�えに重点を�くことで，

その�の円順列や同じものを�む順列などの授業で「あのときと同じように�えて，〇

〇で�ればいい」と⽣徒が��するだけですみ，�師が�り�し��する必�がないた

め，単元�体としては標�時間で�めることができるようになる，と。また，�う問題

も，⽣徒に�したい「��的な⾒�や�え�」を�えて精�し，それに時間をかけるこ

とが⼤切だと�されました。

 その���者の�から，⽣徒の�びが��し，他の場⾯でも活⽤できるかを，�られ

た時間で⾒�ることの�しさについて，お�をいただきました。成⽥�員は「１回の授

業に�らず，授業を重ねていく中で⽣徒の理�を捉えていくことが⼤切」と，夏�先⽣

は「⽣徒の中から⽣まれた問いを⽣徒同⼠で��し�いながら，理�を�めていくこと

が授業の�しさだ」と�されました。同じ�みや�えをもつ�がいることを��した

り，�り�んでいる⼯夫を共有したりする場となりました。

 ＜��者のご�想＞
・気�に��できてよかったです。こういう�，�場でするのも⼤事ですし，こうやっ

て⽣徒の��が���う�と�すのもいいなって思いました。（�員）

・「何を�したい�」のフレーズが�も��的でした。授業で何を�えたいのかを�え

ながら�題や問題を決めますが，⽢かった（�かった）なと�じました。（�員）

・同じような�みを共有でき，有�義な時間になりました。⽣徒から�た問いから授業

を作っていくことが��的な授業なのだとしたら，我々�員も��な問いや疑問を⼤切

にして，それらを授業に落とし�んでいくことが⼤切だと思います。（�員）

セミナーでの��の��
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外国語科“Meaningful�な授業を⽬
指したワークショップ開催！

 �回は，よりよい�価を協働的に⾏うプロセスを体�

し，�価の�当性と�頼性を�め，同じ⽬標に向けて�

価をする��の�成を⽬指したい，という想いで��し

ました。

 当⽇は，はじめに，なぜ�国�を�ぶのかを踏まえ

て，⽣徒にどのような⼒を�んでほしいかを�え，��

された�の問題�識を共有しました。その�，「書くこ

と」の�価に�するワークでは，��の授業でも�っ

た，「��⼒」が�められるメール�を書くというパフ

ォーマンス�題と��例が提⽰されました。異��理�

に�がる�題において，�価��をもとに個�で採点し

た�，��者同⼠で採点�果を共有し，�り�わせてい

くモデレーション（標��）のプロセスを体�していた

だきました。

 ��に��者と�師の先⽣�を�めた��を�して，

⽬的�識や論理性の�価についての�題が⾒�された

り，⽬標，�価，指�と��を⼀体として�えること

や，�師同⼠で同じ�向を⽬指して協働することの⼤切

さを��したり，和やかな雰囲気で�えました。

8月に開催した第1回に続く，第2回ワークショップ
を12月9日（土）に開催しました。

Ｚ会×東京学芸⼤学附属⾼等学校コラ
ボセミナー（地理歴史科）開催！

 地理�野では，�作問題の『地理��，地理��』�

２問 問１・２・３を�り上げ，東���⼤�附属�等�
�の栗��理先⽣より，���における重�項⽬の⼀つ

である「⾃���と�災」の授業��の��，および，

授業を受ける前と受けた�に�作問題に�り�んだ⽣徒

の回�率の��などをもとに，�作問題についての⾒�

をお�しいただきました。その�，この問題から，どの

ように��的な�びに�開していけるか，旧�地�や⾃

�災����の��を踏まえてご提�いただきました。

 それを受けて，Ｚ�の地理担当の�から，共�テスト

�作問題��とこれからの⼤����策について情�提

供いただき，知識を��づける，��りして�えられる

��の重�性についてお�しいただきました。

 当⽇は，地歴担当の�員だけではなく，��科�員や

⼀��業の�にもご��いただき，立場を�えた��を

�して，他�科との��や地理��の可�性を�じる�

�となりました。

本セミナーは，探究的な学びの実現に向けた授業につ
いて，大学入試センター「令和７年度 大学入試共通テ
スト試作問題」（2022年11月公表）や「サンプル問
題」（2021年3月公表）をもとにしながら，ともに考
える機会にしたいと企画しました。
地歴科の第１弾として12月9日（土）に開催した地理
分野のセミナーの様子をお伝えします。

＜��者のご�想＞

・「��式の採点について，��が簡��されて負担

が減れば，指�と共に��ができるのでは」というセ

リフが���かったです。（指�主事等）

・���価では，��で⽬��わせを⾏い，�当性・

�頼性を担保していくことは重�であり，このような

研�が⼤切であると思いました。また，���価を丁

寧に�えることで，⽣徒にどんな⼒を�に付けさせた

いかも��になるのではないかと思います。（指�主

事等）

＜��者のご�想＞

・�作問題から，どこ�いつ�なぜ�という���を

�げていく，という��事例を�けて⼤���になり

ました。そのような思�を中�⽣から�っていけるよ

うな授業にしたいと思いました。（中��員）

・��の�員ですが，共�テストについて理�を�め

たいと��しました。地理の先⽣との��を�して，

地理と��は�科��の��領域が��だと気づけた

ので，��の授業にいかしたいです。（���員）

・��問題の�決のためには，これまでのように単に

��技�だけでなく，地政�的な思�⼒やコミュニケ

ーション⼒が必�だと�じています。その⼒をどう�

成するか，地理��にヒントがないかと��しました

が，お�しを�いてワクワクしました。（⼀�）

・��で�んでいるコトが���とどう�がるのかの

「橋�し」が����を�り立てる上で必須ではない

かと�じました。（⼀�）
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